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　批評家H．L　Gardnerは、彼女の講演の中で、
幻想とロマンス、機知とユーモアの輝かしいブ
レンドであるShakespeare喜劇As　You　Like　lt
は、真面目にとり過ぎることには全くふさわし
くないもので、これに関して何かを語ろうとす
る者には、劇自体がアイロニックな意見を提示
すると述べて、Touchstoneの“You　have
said；but　whether　wisely　or　no，　let　the　fbrest
judge．”という台詞を引用した：
　It　is　the　last　play　in　the　world　to　be
solemn　over，　and　there　is　more　than　a
touch　of　absurdity　in　delivering　a　lecture，
particularly　．．．　on　this　radiant　blend　of
fantasy，　romance，　wit　and　humour．　The
play　itself　provides　its　own　ironic
comment　on　anyone　who　attempts　to
speak　about　it：‘You　have　said；but
whether　wisely　or　no，　let　the　forest
judge．’（1）
Gardnerや、彼女より前には、　Harold　Jenkins
も、このパストラル喜劇のArdenの森の中に登
場する個性豊かな人物達によって交わされる機
知とユーモアにあふれた会話、特に常にある意
見が他の誰かに修正されるか、反対されるよう
に仕組まれていて、それでいて完全に打ち消し
合うことなく、むしろこれら複数の意見を包括
するある視点を築き上げるといった特徴に注目
している：
　Shakespeare．．．　builds　up　his　ideal
world　and　lets　his　idealists　scorn　the　real
one．　But　into　their　midst　he　introduces
peopl 　who　mock　their　ideals　and　others
who　mock　them．　One　must　not　say　that
Shakespeare　never　judges，　bμt　one
judgement　is　always　being　modified　by
another．　Opposite　views　may　contradict
n another．　but　of　course　they　do　not
cance 　out．　Instead　they　add　up　to　an　al1－
em racing　view　far　larger　and　more
satisfying　than　any　one　of　them　in　itself．（2）
彼らはまた、この喜劇には事件が不足し、た
とえあるにしてもその中の因果関係がぞんざい
であるから、プロットは単なる‘frame’
（Jenkinsの言葉では、単なる6　foundation’）に
過ぎないと述べている。As　You　Like　ltのプロ
ットは、この劇の粉本であるThomas　Lodge
のパストラル・ロマンスRosalynde（1590）の
プロットと較べると、大幅に簡略化されている。
Gardnerは、プロットの簡略化もさることなが
ら、Shakespeareが新しく登場させている道化
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のTouchstoneや皮肉家Jaques、そして山羊飼
いAudreyや田舎者Williamなどは、プロットに
何ら関係してこないとして、Shakespeareの関
心はプロットにはなかった、とも述べている。
さらには、プロットがある程度重視されるハッ
ピーエンドをもって喜劇と考える伝統的な喜劇
論よりは、Suzanne　LangerのFeeling　and
Fortuneの中の喜劇論、すなわち「喜劇は偶発
的事件に遭遇しこれを征服する人間の生命力の
イメージである」という喜劇論の方がAs　You
Like　Itにはふさわしいと述べ、偶発的事件は、
logicが必要な悲劇には向かないけれども、変
化と偶然と意外性からなる喜劇では、かえって
喜劇的感情を高めるとまで述べて、この劇の中
のプロットの犠牲を積極的に評価している：
にまで影響を与えていることを論じたい。
?
　Tragic　plots　must　have　a　logic　which
leads　to　an　inescapable　conclusion．　Comic
plots　are　made　up　of　changes，　chances
and　surprises．　Coincidences　can　destroy
tragic　feeling：they　heighten　comic
feeling．（3）
　一人の隠者に諭されたという劇の終盤に突然
起こるDuke　Fredrickの改俊や、一目惚れとし
て片づけられるCeliaとOliverの恋愛などの無造
作な扱い方を考えると、Gardnerが述べている
ことある程度は正しい。しかし、喜劇において
も、プロットの中のlogicは作品の統一のため
にも必要であると思われる。As　You　Like　ltの
プロットは単なるframeに過ぎないのであろう
か。確かに宮廷の生活やArdenの森の生活につ
いていろいろな視点からの意見が衝突している
が、劇の最後でそれらになんらかの判定が下さ
れていないであろうか。TouchstoneやJaques
はプロットのlogicとはいかようにも関係して
いないのであ’ろうか。特にTouchstoneの行動
については、その場その場のいろいろな役割を
果たすだけの人物とされる傾向があるが、彼の
行動にもプロットに関わるなんらかのlogicが
見いだせないであろうか。本稿では、As　You
Like丑のプロットの背後にはFortune対Nature
特にFortune対Patienceのテーマがかなり一貫
してあり、これがTouchstoneやJaquesの行動
　最初に、ShakespeareがAs　You　Like丑のプ
ロットをそのまま借りてきたといわれる
Thomas　Lodgeの、　RosalyndeとAs　Y（）u　Like
丑に登場する主な人物達の対照表を挙げる：
作品 Rosalynde（1590）
Gerismond
Rosalynde（Ganimede》
Torismond，　King　of
France
Alinda（Aliena）
Sir　John　of　Bourdeux
Saladyne
Fer andyne
Rosader
．Adam
Coridon
Montanus
Phoebe
aNorman
As　You　Like　lt（1599頃》
Duke　Senior
Rosalind（Ganymede）
Duke　Frederick
Celia（Aliena）
Sir　Rowland　de　Boys
Oliver
Jaques
Orlando
Adam
Corin
Silvius
Phebe
Charles
Jaques
Amiens
Touchstone
Le　Beau
Dennis
William
Audrey
Sir　Oliver　Martext
Hymen
　As　You　Like　Jtの中では、　Lodgeの
Rosa！yndeにあったSir　John　Bourdeaux（Sir
Rowland　de　Boysに相当する）の臨終に際して
の遺言の場や、壮絶な兄弟喧嘩の際におこる
Rosader（Orlandoに相当する）による殺人事
件やレスリングでの殺人、さらには、
Torismond（Duke　Frederickに相当する）の
戦死などのいくつかの血腫い事件が省略されて
いる。また、Ardenの森に逃れた宮廷人達の
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逆境のもとにいるという意識が希薄になってい
る。例えば、Lodgeの作品Rosalyndeにおいて
は、GanimedeことRosalyndeやAlienaこと
Alindaは逆境のもとで恋をするのをためらう
が、As　You　Like　ltにはこれに相当する部分は
ない：
　　Ah　Rosalyηde，　how　the　Fates　have
set　downe　in　their　Synode　to　make　thee
unhappie：for　when　fortune　hath　done　her
worsしthen　Love　comes　in　to　begin　a　new
tragedie；shee　seekes　to　lodge　her　sonne
in　thine　eyes，　and　to　kindle　her丘res　in
thy　bosome．　Beware　fbnde　girle，　he　is　an
unruly　guest　to　harbour；for　cutting　in　by
intreats　he　wilhot　be　thrust　out　by　force，
and　her　fires　are　fed　with　such　fue11，　as
no　water　is　able　to　quench＿．　FoUow　thou
her（Daphne’s》steps　Rosalyηde，　and　the
rather，　for　that　thou　art　an　exile，　and
banished　from　the　Court：whose　distresse，
as　it　is　apPeased　with　patience，　so　it
woulde　bee　renewed　with　amorous
passions．（4）
　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　o
　　See／1加da，　howe　Fortune　and　Love
have　interleagued　themselves　to　be　thy
fbes：and　to　make　thee　their　subject　or
else　an　abject，　have　inveigled　thy　sight
with　a　most　beautiful　object＿．While　I
lived　in　the　Court，　I　held　Love　in
contempしand　in　high　seats　I　had　small
desires．　I　knew　not　affection　while　I　lived
in　dignide，　nor　cou互d　Venus　counterchecke
me　as　long　as　my　fortune　was　majestie，
and　my　thoughtes　honour：and　shall　I
nowe　bee　high　in　desires，　when　I　am
made　lowe　by　Destenie？（5）
　また、As　You　Like　Jtでは、前公爵の有名な
逆境の効用について語る台詞とそれに対する
Jaquesの風刺が新たに加えられている。その
他の変化は、とりわけ、TouchstoneやJaques
といった個性的人物が導入されたことである。
二人については後に述べることとして、これら
の変化によってもたらされる効果は、直接間接
的にArde の森で活躍する主人公Rosalindの陽
気な性格と活気と才知に充ちた行動を照らすこ
とにあると言ってもよいであろう。Rosalynde
におけるRosaderをとりまく残酷な流血事件を
As　You　Like　ltにも採用していたら、それがい
かに英雄的なものであれ、楽しく自由な雰囲気
の中で行なわれる求愛ゲームや疑似結婚の気分
を殺いでいたことだろう。また、Torismondの
戦死も娘Alindaの心情を察すれば、喜劇の終わ
りにはふさわしくないものである。
　As　You　L ke　Itにおいては、作品Rosalynde
に較べて、逆境に対する意識が弱くなっている
が、プロットの一貫性を考えるには、逆境につ
いての扱い方を問題にする必要がある。そもそ
もRosalyndeにおいては、名誉、忠義、兄弟愛、
友情、勇気、忍耐、礼節、などに関する教訓が
随所にあり、As　You　Like　ltに較べてかなり道
徳的な内容となっている。それに対して、As
You　Like　Itでは、教訓的な色彩はかなり薄れ
ているが、Rosalyndeの中にあった徳目は引き
継がれている。また、作品Rosalyndeにおいて
は、Nature－FortuneやNature－Nurtureのテー
マ、さらには文学様式パストラルの特徴でもあ
るCourt－Countryのテーマが扱われているが、
これらもまた、As You　Like　ltの中で多少の変
化を加えられて引き継がれている。
?
次にNature－Fortuneのテーマとこれと関連
してくる徳目である忍耐について考察したい。
John　Shawは、　As　You　Like　ltのような陽気な
物語を教訓的に読むのは的外れであろうけれど
も、この背後にはルネッサンスの人々には自明
であったであろうFortune－Natureの哲学的対
立が存在し、これが登場人物とプロットに影響
を与えていると述べている：
　　Acareful　reading　of　the　play　will　in
fact　show　that　behind　the　gay　romancing
of　the　characters　throughout　As　You　Like
lt　there　is　a　basic　philosophic　strife
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between　Fortune　and　Nature　that　would
be　obvious　to　the　Renaissance。　Although
it　would　be　far　from　the　point　to　be　like
Jaques　and“moralize　this　spectacle”by
insisting　that　Shakespeare’s　del重ghtfu！
comedy　be　read　didactically，　still　the
tlnderlying　philosophical　strife　between
Fortune　and　Nature　may　be　seen　to　form
an　important　pattern　throughout　the　play，
affecting　both　character　and　ploし（6）
　LodgeのRosalyndeでは、　FortuneとNature
の概念は頻出している。一方、As　You　Like　lt
におけるこれらの概念は少なくなってはいるも
のの、劇中のところどころに効果的に導入され
ている。例えば、第一幕第二場における
RosalindとCeliaの会話の中では、　Fortuneと
Natureの役割について語られている：
Celia．　Let　us　sit　and　mock　the　hussif
Fortune　from　her　wheel，　that　her　gifts
may　henceforth　be　bestowed　equally．
Ros．　IWould　we　could　do　so；for　her
benefits　are　mightily　misplaced，　and　the
bountiful　blind　woman　doth　most　mistake
in　her　gifts　to　women．
Celia．’Tis　true，　fbr　those　that　she　makes
fair，　she　scarce　makes　honest；and　those
that　she　makes　honest，　she　makes　very
ill－favouredly．
Ros．　Nay　now　thou　goest　from　Fortuneも
office　to　Nature’s；Fortune　reigns　in　gifts
of　the　world，　not　in　the　lineaments　of
Nature．
Celia、　No？When　Nature　hath　made　a
fair　creature，　may　she　not　by　Fortune　fall
into　the　fire？　Though　Nature　hath　given
us　wit　to　flout　at　Fortune，　hath　not
Fortune　sent　in　this　fool　to　cut　off　the
argument？
　　　　Enter　TOUCHSTONE
Ros，　　Indeed，　there董s　fortune　too　hard
fbr　Nature，　when　Fortune　makes　Nature’s
natural　the　cutter℃ff　of　Nature’s　wit．
Celi ． Peradventure　this　is　not　Fortune’s
work　neither，　but　Nature’s　who　perceiveth
our natural　wits　too　dull　to　reason　of　such
goddesses，　and　hath　sent　this　natural　for
our　whetstone；fbr　always　the　dullness　of
the　fool　is　whetstone　of　the　wits＿．（7）
　　　　　　　　　　　　　　（1．ii．30」53）
　Fortuneはこの世の恵みについて支配力をも
っており、とても気まぐれである。一方、
Natureは人間の生まれながらの性格や容姿や
才能について支配力をもっている。それゆえに、
Na ureは人間にFortuneをからかうだけの知恵
を与えてくれることもある。このような
Fortune－Nature観は、　Shakespeareの時代には、
一般に受け入れられていたものだが、劇の初め
の段階でしかも暇つぶしというきわめて便宜的
な名目でこのように呈示し、確認しておくこと
は、作品Rosalyndeの中でもされておらず、シ
ェイクスピアの計算の・・…一つとして、見落として
はならないことだと思われる。
　ここで作品Rosalyn　deの中にあるFortuneと
Natureについてのいくつかの記述を挙げてお
くことは、ルネッサンス期の人々の考えを知る
上で役立つと思われる。例えば、父を追放され、
自分は捕虜として宮廷に残されている不幸を嘆
くRo alyndeは自らに次のように言い聞かせて
いる：
．　　　Fortune　flies，＆if　she　touch　povertie，
　it　is　with　her　heele，　rather　disdaying　their
　want　with　a　frowne，　than　envying　their
　wealth　with　disparagemenしOh　Rosalynd，
　hadst　thou　been　borne　Iowe，　thou　hadst
　not　f llen　so　high；and　yet　being　great　of
　blo d， thine　honour　is　more，　if　thou
　brookest　misfortune　with　patience．（8）
すなわち、貧しい者に対してはしかめっつらで
その貧困を軽蔑するだけの運命の女神も、高貴
な者に対しては大変に辛く当たる。この時に、
高貴な生まれのRosalyndが忍耐でこれを耐え
れば、さらに名誉のあることとなろうというの
である。さらに、王のTorismondによって追放
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され、困惑しきっているRosalyndを慰めよう
として、Alindaは次のように述べている：
　Why　how　now　Rosalyn　d，　dismaide
with　a　frowne　of　contrarie　fbrtune？Have
Inot　oft　heard　thee　say　that　high　minds
were　discovered　in　fortunes　contempt，
and　heroycall　seene　in　the　depth　of
extremities？　Thou　wert　wont　to　tell
others　that　complained　of　distresse，　that
the　sweetest　salve　for　miserie　was
patience；and　the　onlie　medicine　for　wanL
that　precious　implaister　of　content　being
such　a　good　Phisition　to　others，　wilt　thou
not　minister　receipts　to　thy　selfe？（9）
　ここでは、Fortuneに恵まれない時の忍耐の
必要性が述べられ、人の“high　minds”（気高
い精神）と“heroycall　minds”（勇敢な精神）
が逆境においてこそ試されると述べられてい
る。このような考えは作品Rosalyndeには一貫
して存在するものである。さらに、兄の
Saladyne側の追手から逃れてArdenの森に迷い
込み、Rosaderとともに飢えに苦しんでいる
Adamは、気まぐれなFortuneを呪いながらも、
次のように自らを励ましている：
　But　why　Adam　doost　thou　exclaime
against　fbrtune？　She　laughs　at　the　plaints
of　the　distressed；and　there　is　nothing
more　pleasing　unto　her，　than　to　heare
fooles　boast　in　her　fading　allurements，　or
sorrowfull　men　to　dicover　the　sower　of
their　passions．　Glut　her　not　Adam　then
with　content，　but　thwart　her　with
brooking　all　mishappes　with　patience．　For
there　is　no　greater　checke　to　the　pride　of
fbrtune，　than　with　a　resolute　courage　to
passe　over　her　crosses　without　care．（10）
運命の女神は苦しむ者の嘆きなどをあざ笑う。
そして彼女にとって何よりもうれしいことは、
彼女が与えるおいしい餌が次第に無くなってき
たとき、愚か者達が大声で叫ぶのを聞いたり、
悲しみに沈む者がその悲しみをもたらした正体
に気づくことである。それゆえ、不満を言わず
に、運命の女神を満足させず、あらゆる不幸を
忍耐で耐え抜くことが大切である。なぜならば、
彼女がもたらす試練を勇敢にもわけなくやり過
ごすことほどに彼女の傲慢さを抑えるものはな
いからである。この種の忍耐は、先にAlindaが
述べた逆境での“ eroicall　minds”による忍耐
と同じものである。Adamはこのように自らに
言い聞かせ、傍らで衰弱しきっているRosader
を奮起させるのである：
　What　cheere　master？Though　all　faile，
let　not　the　heart　fain亡the　courage　of　a
man　1s　shewed　in　the　resolution　of　his
death．（11）
“heroicall　minds”による忍耐に関する言及は、
As　You　Like　ltにおいては、流血事件や王位奪
還の戦いなどが省略されているせいで、それほ
ど多くはないが、Rosaderに相当するOrlando
の行動に窺える。
N
　一方、“high　minds”による忍耐に関しては、
これこそShakespeareがLodgeのRosalyndeか
ら引き継いだものである。その特徴は、先に挙
げたCeliaの台詞にあるように、知恵を用いる
ことである：
．．．Nature hath　given　us　wit　to　flout　at
Fortune＿
　　　　 　　　　　　　（Lii．43・44》
　 Lodgeの作品R salyndeでは、　Rosalyndeと
Alindaが一緒に追放される。　Alindaがあまりに
も強情にRosalyndeを弁護し、彼女とともに宮
廷を出るか、それがかなわなければ死を選ぶと
断言したからである。途方に暮れるRosalynde
を励まそうとして忍耐の必要性を述べている彼
女の言葉は先に引用したが、これに続く台詞の
中の彼女の論法には興味深いものがある：
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　If　thou　grievest　that　beeing　the
daughter　of　a　Prince，　and　envie　thwarteth
thee　with　such　hard　exigents，　thinke　that
royaltie　is　a　faire　marke；that　Crownes
have　crosses　when　mirth　is　in　Cottages；
that　the　fairer　the　Rose　is，　the　sooner　it　is
bitten　with　Catterpillers；the　more　orient
the　Pearle　is，　the　more　apt　to　take　a
blemish；and　the　greatest　birth，　as　it　hath
most　honour，　so　it　hath　much　envie．　If
then　Fortune　aimeth　at　the　fairest，　be
patient　Rosalynd　for　first　by　thine　exile
thou　goest　to　thy　father：nature　is　higher
prised　than　wealth，＆the　love　of　ones
parents　ought　to　bee　more　precious　than
all　dignities：why　then　doth　my　Rosalynd
grieve　at　the　frowne　of　Torismond，　who
by　offering　her　a　prejudice，　proffers　her　a
greater　pleasure？（12）
AlindaはRosalyndeの悩みの内容を察し、彼女
の被っている苦難をそれはそれとして認めなが
らも、心理学で言う「合理化」（Rationalization）
によって、これを良い方へと解釈している。（13）
このような過酷な苦しみを被るのは、むしろ王
家という輝かしい地位にある証であり、
Torismondは追放という宣告によって、先の王
である彼女の父との喜ばしい再会の機会を与え
ている、と彼女は言うのである。Shakespeare
は、作品Rosalyndeの中のこの「合理化」に関
心を抱いたようだ。なぜなら、As　You　Like　lt
の中では、言葉の内容を変えながらもこの論法
を引継ぎ、さらに発展させているからである。
　As　You　Like丑では、　Duke　Frederickの宮
廷において、追放された父を偲んで元気をなく
しているRosalindを励ますために、　Celiaは次
のように述べる：
Celia．　Herein　I　see　thou　lov’st　me　not
with　the　full　weight　that　I　love　thee．　If
my　uncle　thy　banished　father　had
banished　thy　uncle　the　Duke　my　father，
so　thou　hadst　been　still　with　me，　I　could
have　taught　my　love　to　take　thy　father
for　mine；so　wouldst　thou，　if　the　truth　of
thy　lov 　to　me　were　so　righteously
temper d　as　mine　is　to　thee．
　　　　　　　　　　　　　（1．ii．7－13》
二人の間の愛が真実なら、RosalindはCeliaの父
を自分の父とみなすことができるはずだと述べ
ている。このような友情を質に取った誰弁では
あるが思いやりのある言葉には、Rosalindも気
持ちを取り直して陽気にならざるを得ないので
ある。このCeliaの言葉の中にも、他人の父親
を自分の父親とみなそうとする「合理化」が含
まれている。また、この後に、Rosalindが追
放されたことで、Celiaも彼女と運命を共にし
ようとするが、Ardenの森に旅立つ時の有名な
台詞にも「合理化」がある：
Celia．　　　 　　　　　　　　　Let’s　away，
And　get　our　jewels　and　our　wealth
together，
Devise　the　fittest　time　and　safest　way
To　hide　us　from　pursuit　that　will　be　made
After　my　flight．　Now　go　we　in　content
To　liberty，　and　not　to　banishment．
　　　　　　　　　　　　（1．iii．129●134）
この台詞の最後の部分すなわち、“Now　go　we
in　content／・To　liberty，　and　not　to　banishment”
こそ、この劇の中でも最も強調されねばならな
い箇所である。何故なら、この言葉がArdenに
おけるRosalindやCeliaの行動を一番良く表現し
ているからである。
　このような「合理化」によって、身にふりか
かる不幸を自らにとってよい方向に解釈する人
物は、CeliaやRosalindだけではない。追放され
て逆境の最中にある前公爵のあの有名な台詞も
またこの「合理化」を含んでいると解釈でき
る：
Duke　Sen．　Now　my　co・mates　and
brot rs in　exile，
Hath　not　old　custom　made　this　life　more
sweet
Than　that　of　painted　pomp？Are　not
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these　woods
More　free　from　peril　than　the　envious
court？
Here　feel　we　not　the　penalty　of　Adam，
The　seasons’difference，　as　the　icy　fang
And　churlish　chiding　of　the　winter’s
wind，
Which　when　it　bites　and　blows　upon　my
body
Even　till工shrink　with　cold，　I　smile，　and
say
’This　is　no　flattery．　These　are
counsellors
That　feelingly　persuade　me　what　I　am’．
Sweet　are　the　uses　of　adversity，
Which　like　the　toad，　ugly　and　venomous，
Wears　yet　a　precious　jewel　in　his　head；
And　this　our　life，　exempt　from　public
haunt，
Finds　tongues　in　trees，　books　in　the
runlling　brooks，
Sermons　in　stones，　and　good　in
everything．
Ami．　Iwould　not　change　it　Happy　is
your　Grace，
That　can　translate　the　stubbornnes　of
fortune
Into　so　quiet　and　so　sweet　a　style．
　　　　　　　　　　　　　（1コ［●i．1－20）
　前公爵はここで、森の質素な生活や森の厳し
い自然の方が華やかで悪意に満ちた宮廷生活よ
りも良いものであると述べている。この逆境こ
そがいろいろなことをしみじみと学ばせてくれ
るのである。しかし、彼自身、この森の生活が
“adversity”であることを認めていることは、
この言葉が忍耐の言葉であることを暗示してい
る。また、貴族Amiensは、公爵の「合理化」
を“translate”という言葉で表現しながら、そ
うできる彼の能力を称えているのである。
Lodgeの作品Rosalyηdeの中でこの部分に相当
するのは、GanimedeことRosalyndeの質問に
対してのRosaderの答えの中にある：
　But　tell　mee　Forrester，（and　with　that
shee　turnde　to　Rosader）under　whom
malntainest　thou　thy　walke？　Gentle
swaine，　under　the　King　of　OuUawes　said
he，　the　unfortunateσerfsmoηd：who
having　lost　his　kingdome，　crowneth　his
thoughts　with　content，　accompting　it
better　to　govern　among　Poore　men　in
peace，　than　great　men　in　daunger．（14》
As　You　Like　ltにおける前公爵と、　Lodgeの作
品Rosalyn　deにおけるGerismondに共通するの
は、逆境を良い方にとらえて満足して受け入れ
る「合理化」である。作品Rosalyndeでは単に
Rosaderの報告にすぎないものが、　As　You
Lik 　Itでは、公爵本人の長い荘重な台詞へと
発展している。この台詞は、時には、
ShakespeareがJaquesを介して風刺の対照にし
たものと解釈されることもある。しかしながら、
前公爵の森の生活の称賛は、ひたすら逆境に耐
えねばならない者がとった忍耐なのだと解釈し
た方が適切である。風刺する側のJaquesのみ
ならず、前公爵自身も、森での生活のためとは
いえ、鹿狩りという殺生に心を痛めていること
が次の台詞からわかる：
Duke，Sen．　＿yet　it　irks　me　the　poor
dapPled　fbols，
Being　native　burghers　of　this　desert　city，
Should　in　their　own　confines　with　fbrked
heads
Have　their　round　haunches　gor’d．
　　　　　　　　　　　　（ILi．22－25》
またJaquesの風刺がいかに気まぐれなもので
あるかは、第四幕第二場で、彼が鹿を殺した者
を称賛しているところからもわかる。
Jaques．　Which　is　he　that　killed　the　deer？
First　Lord．　Sir，　it　was工
Jaqロe＆　Let’s　present　him　to　the　Duke
Iike　a　Roman　conqueror；and　it　would　do
well　to　set　the　deer’s　horns　upon　his　head
for　a　branch　of　victory．　Have　you　no
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song，　forester，　for　this　purpose？
　　　　　　　　　　　　　（IV．ii．1・6） V
As　You　Like　Itにおいては、　Fortuneにたい対
して忍耐で対抗するという態度の明確な表明こ
そはないが、宮廷に住んでいた者がそこを追わ
れ、羊飼いの住む森で不自由な暮らしを強いら
れていること自体だけをとっても逆境であり、
この観点から言えば、前公爵をはじめとして
RosalindやCelia、　Orlandoなどは見事に逆境に
耐えていることになる。すなわち、前公爵の逆
境の効用についての台詞は彼の本心からのもの
ではない。
　この劇の終わり近くで、現公爵の改俊を
Jaques　de　Boysの報告で知った後に言う次のよ
うな言葉は彼の本音を表している：
Dul【e　Sen．　　＿every　of　this　hapPy
number　That　have　endur’d　shrewed　days
and　nights　with　us，
Sha艮l　share　the　good　of　our　returned
fortune，
According　to　the　measure　of　their　states．
　　　　　　　　　　　　（Vjv．171－174）
また、宮廷に帰ろうとする公爵にJaquesが言
う次のような言葉はこれを裏付けるものであ
る：
∫aq肥s．〔To　Dロke　Se几〕You　to　your
former　honour　I　bequeath，
Your　patience　and　your　virtue　well
deserve　iし
　　　　　　　　　　　　（V．iv．185・186）
これらの台詞は逆境を忍耐で耐えた者を称えて
いるのである。
　このように、作品Rosalyndeの中にあった
「合理化」による忍耐は、As　You　Like　Itの中
でも引き継がれ、発展させられている。この
「合理化」の論法は、知恵によってFortuneを
からかう際の一つの特徴となっている。As
You　Like　Itにおいてもこの種の忍耐は“high
minds”を示すものと考えていいだろう。
　次に以上のような観点から、As　You　Like　Jt
に登場する個性の強い二人の人物　Jaquesと
Touchstoneの役割を考えてみたい。（15）
Jaquesは、森の住人である鹿たちに対して前
公爵こそがさん奪をおこなっていると風刺す
る。この風刺は、結局前公爵の忍耐の価値を完
全に否定できるものではないにしても、決して
誤ったことを述べているわけではなく、新しい
洞察を要求してくる。Jaquesの風刺に含まれ
る動物愛護の精神は、場違いであるにしても、
新たに導入された視点となり、現公爵が森の生
活に示した理想と現実の不一致からくる「状況
のアイロニー」（Irony　of　Situation）を生み出
すとともに、森に住む宮廷人たちをより客観的
に見る新たな視点、すなわち複数の視点を許容
するより寛大な視点を求めてくる。Jaquesの
視点から見れば、前公爵の台詞が意味するもの
は現実からの逃避であり、感傷に過ぎないので
ある。貴族Amiensの視点から見れば、前公爵
の言葉は紛れもなく忍耐であり、「合理化」な
のである。「逃避」なのか「合理化」なのか、
ある意味で前公爵の立場はこの時点で大変危う
い状態にされる。この答えが「合理化」である
ということは劇全体から判定されることにな
る。そのためには、Jaquesの視点が否定され
たり修正されたりする必要がある。例えば、第
二幕第七場では前公爵によってJaquesの言行
不一致が厳しく非難されている：
∫aques．　What，　for　a　counter，　would　1　do
but　good？
Duke　Sen．　Most　mischievous　foul　sin，　in
chiding　sin．
For　thou　thyself　hast　been　a　libertine，
As　sensual　as　the　brutish　sting　itself，
And　all　th’embossed　sores　and　headed
evilS
That　thou　with　licence　of　free　foot　hast
caught
Wouldst　thou　disgorge　into　the　general
world．
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al．vii．63－69）
またすぐ後には、有名な人生の七つの段階につ
いての彼の台詞がある。人生の最後の第七番目
の段階で、何の役にも立たない老人について
Jaquesが述べた直後に、老僕のAdamが
Orlandoに背負われて登場してくる。確かに今
や老いと飢えで衰弱しているとはいえ、Adam
の示した忠義とそれに答えるOrlandoの愛情は
Jaquesの視点には欠けている要素である：
からもわかるように、むごく残忍なものだと
Harold　Jenkinsは述べている：
　His　own　comparison　with　a　weasel
sucking　eggs　suggests　what　a　ferocious
and　life－destroying　thing　this　passion　is．（16）
このような彼の不健全な性格は、彼とは全く対
照的なヒロインRosalindとの会話の中からも
窺い知れる：
Jaques．　＿Last　scene　of　all，
That　ends　this　strange　eventful　history，
Is　second　childishness　and　mere　oblivion，
Sans　teeth，　sans　eyes，　sans　taste，　sans
everything．
　　　　　　　　　　　　（II．vii．163・166）
　Jaquesに言及したいくつかの箇所から判断
される彼の性質は、彼は「いたちが卵を吸うよ
うに、歌の中から憂欝を吸うことができ
（ILv．11－12）」、「笑うよりは塞いでいるのが好き
（lv．i．4）」なのである。さらに森の木々に恋文
を刻むOrlandoがJaquesについて述べるように
（III．ii．255－258）、　Jaquesは物事を悪い方に解釈
するのが好きな人物なのである：
ノhques．＿Ican　suck　melancholy　out　of　a
song，　as　a　weasel　sucks　eggs．
　　　　　　　　　　　　　（II．v．11－12）
Ros．　　They　say　you　are　a　melancholy
fellow．
Jaques．　I　am　so．　I　do　love　it　better　than
laughing．
　　　　　　　　　　　　　　（IV．i．3・4）
ノhqueS．　I　pray　yoU　mar　nO　more　trees
with　writing　lovesongs　in　their　barks．
Orl．　　Ipray　you　mar　no　more　of　my
verses　with　reading　them　ill・favouredly
　　　　　　　　　　　　（IILii255－258）
このような彼の性格は、卵を吸ういたちの比喩
Jaques．．．．　but　it（my　melancholy》・is　a
melancholy　of　mine　own，　compounded　of
many　s mples，　extracted　from　many
objects，　and　　indeed　　the　　sundry
contemplation　of　my　travels，　in　which　my
often　rumination　wraps　me　in　a　most
humourous　sadness．
Ros．　　Atraveller！By　my　faith，　you
have　great　reason　to　be　sad．　Ifear　you
have　sold　your　own　lands　to　see　other
men’刀C　Then　to　have　seen　much　and　to
have　nothing　is　to　have　rich　eyes　and
poor　hands．
Jaques．　Yes，　I　have　gained　my
experlence．
Ros．　　And　your　experience　makes　you
sad．　I　had　rather　have　a　fbol　to　make　me
merry　than　experience　to　make　me　sad，
and　to　travel　for　it　too1
　（）内は著者
　　　　　　　　　　　　　（VI．i．15・27》
塞ぎ込むような経験より道化を連れて楽しくや
った方がよいというRosalindに較べて、　Jaques
は逆境の中で憂雀を求めて歩きまわるだけであ
る。彼は「合理化」とは相反する行動、すなわ
ち物事を悪い方に解釈し憂諺を求めるのであ
る。劇の最後で、Duke　Frederickの改俊によ
り、今や宮廷に帰れることになっても、前公爵
が止めるのも聞かずに、彼は宮廷に帰ろうとし
ない。彼は彼の性格のままに、運命の好転に逆
らってさらに引続き深い瞑想と憂欝を求め、す
でに修道の生活に入ったと報告されるDuke
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Frederickのもとを訪ねるのである。この結末
は、彼の性格にとっては自然な結末となってい
る。「他人の土地を見るために、自分の土地を
売る」と言うRosalindの言葉は、こういった
Jaquesの不健全な性格を的確に言い当ててい
る。
　JaquesとともにShakespeareが創造した人物
Touchstoneも、これまではどちらかと言えば、
その場その場の役割を果たす人物とされてきて
いるが、自然が送った知恵の砥石（1．ii．52）と
して紹介されただけあって、知恵による忍耐に
関わっている。彼は、RosalindとCeliaの「旅
の慰み」としてArdenの森へやって来て、次の
ように述べる：
Touc血　Ay，　now　am　I　in　Arden，　the
more　fool　I；when　I　was　at　home　I　was　in
abetter　place，　but　travellers　must　be
contenし
　　　　　　　　　　　　　（II．iv．13－15）
彼は、前公爵のようには森の生活のよい面だけ
を引き出そうとはしない。宮廷の方が彼にとっ
てはより良い場所であると正直に述べる。
“but　travellers　must　be　content．”という彼の
言葉は忍耐のテーマと結びついている。この出
し抜けな言い方は、この文句がArdenの森の旅
人が共通して持っている意識であることを暗示
している。この言葉は逆境のもとで耐え抜く自
らの覚悟を示しているというよりは、他の旅人
の覚悟を単に代弁したものと考えられる。それ
ゆえ、彼の全体の台詞は、この森の宮廷人たち
が宮廷生活の方が良いことを知りながら、森の
ほうが“b6tter　place”であると自己欺隔的に
言い聞かせていることを、暗示してくる。ここ
でも「合理化」によって逆境に耐える者達の立
場が危うくなる。
　この種のパロディーの顕著なものは羊飼い
CorinとTouchstoneの会話の申にある：
Corin．　And　how　like　you　this　shepherd’s
life，　Master　Touchstone？
Touch．　Truly　shepherd，　in　respect　of
itself，　it　is　a　good　life；but　in　respect　that
it　is　a　shepherd’s　life，　it　is　naughし　　In
repect　that　it　is　solitary，　I　like　it　very
well；but　in　respect　that　it　is　private，　it　is
avery　vile　life．　NOw　in　reSpeCt　it　iS　in
the　flelds，　it　pleaseth　me　well；but　in
respect　it　is　not　in　the　courしit　is　tedious．
As　it　is　a　spare　life，100k　you，　it　fits　my
humour　wel1；but　as　there　is　no　more
plenty　in　it，　it　goes　much　against　my
stomach，
　　　　　　　　　　　　　（IIIのii．11－2］L）
自らはあくまでも宮廷人の立場をとりながら、
田舎の生活のいくつかの特徴をよい方にと悪い
方に、同時に解釈してみせるこの論法は、他の
者達の「合理化」の論法のパロディーになって
いる。Jaquesの風刺とはまた別のかたちでこ
の森で逆境の「合理化」を行なっている者達の
自己欺瞳を暴いているかのようでもある。
Touchstoneは逆境の中でも「合理化」を行わ
ない。むしろ、Jaquesの報告にもあるように、
運命の女神を徹底的に罵っているのである：
Jaques．　A　foo1，　a　fool1　I　met　a　fool　i’th’
forest，　A　motley　fbol：amiserable　world！
As　I　do　live　by　food，　I　met　a　foo1，　Who
laid　him　down　and　bask’d　him　in　the　sun，
And　rail　’d　on　Lady　Fortune　in　good
terms，　In　good　set　terms，　and　yet　a
motley　foo1．
　　　　　　　　　　　　　（1コ［．vii●12－17）
　Shakespeareはおそらくこの部分でLodgeの
作品Rosalyndeの中にあった一節、すなわち先
ほど紹介した「運命の女神は彼女が与える好い
餌が次第に無くなるのを愚か者達（fools）が
大声で叫ぶのを聞くのが何よりも好きだ」とい
う一節を想起していたと考えられる。この描写
は紛れもなく「合理化」による忍耐の方法を用
いないTouchstoneの姿である。彼は当然運命
の女神の気まぐれにわが身を晒すことになる。
森であった山羊飼いAudreyとの欲望ゆえの将
来性のない結婚はその結末である。
Shak spe reは劇の終わりでJaquesにはさらに
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憂奮を求めさせる結末を与えたように、
Touchstoneにもそれ相応の結末を与えている。
この結婚はその露骨な欲望ゆえに他の三組のロ
マンチックな結婚一RosalindとOrlando、
CeliaとOliver、　SilviusとPhebe一に対するパ
ロディーになっていることはこれまでも指摘さ
れてきた。しかし、宮廷の道化と野育ちの山羊
飼いとの将来性のないこの結婚は、この劇全体
のプロットと関連なく突然現われているわけで
はなく、彼のそれまでの行動、すなわち森の生
活、羊飼いの生活を理想化しない行動とは矛盾
しない選択である。この結婚は逆境を「合理化」
する宮廷人達へのパロディーであると同時に、
この劇が最終的に依拠しているパストラル様式
に潜む都合主義と虚構性へのパロディーなので
ある。つまり、宮廷人は宮廷より田舎の価値を
評価しながら、結局最後には宮廷に戻るのであ
る。Touchstoneは宮廷より田舎の価値を重ん
じるとうそぶく宮廷人の建て前を身をもって実
践しているのである。森の木に掛かっている
Orlandoの恋文を夢中で読んでいるRosalindは
Touchstoneにからかわれるが、その際に彼女
が彼にについて与えた評価は図らずも彼の将来
を暗示している：
Touch．　Truly　the　tree　yields　bad　fruit．
Ros．　　1’ll　graft　it　with　you，　and　then　I
shall　graft　it　with　a　medlar．　Then　it　will
be　the　earliest　fruit　i’th’country；for　you’11
be　rotten　ere　you　be　half　ripe，　and　that’s
the　right　virtue　of　the　medlar．
　　　　　　　　　　　（］［1］［Oii●114－118）
「西洋カリンのように半分も熟す前に腐ってし
まう」という言葉は、同じく”rot”と”ripe”
という単語が用いられたTouchstoneの言葉を
想起させる。Touchstoneが日時計を見ながら
はかない人生について語っている様子を
Jaquesは次のように報告している：
Jaques．．．．‘It　is　ten　o’clock．　Thus　we
may　see’曹浮盾狽?@he‘how　the　world　wags：
‘Tis　but　an　hour　ago　since　it　was　nine，
And　after　one　hour　more‘　twill　be
eleven；And　so　from　hour　to　hour，　we
ripe，　and　ripe，　And　then　from　hour　to
hour，　we　roL　and　roL　And　thereby　hangs
atale．’
　　　　　　　　　　　　（II．vii．22・28》
熟して後に腐るのが自然の摂理であれば、
Rosalindの言う「熟す前に腐る」のはこれに逆
らうことになる。「熟す」というのはこの文脈
では人格の完成を意味するので、その前の腐敗
とはこれを放棄し、何か無益な状態に陥ること
を意味する。彼と山羊飼いAudreyの結婚はこ
れを象徴していると思われる。Touchstoneと
Audreyは森で暮らすのか、前公爵とともに宮
廷に帰るのかすらも劇中からは検討がつかな
い。彼らの将来性については、二ヶ月間食べる
だけだというJaquesの言葉がよく示してい
る：
【To　Touch．］And　you　to　wrangling，　for
thy　loving　voyage
Is　but　for　two　months　victuall’d．
　　　　　　　　　　　　（V．iv．19（》－191）
劇の最後で、Jaquesの行動に不安が残ったよ
うに、To chstoneの行動にも、たとえ結婚し
たとしても、不安が残る。劇全体を通して見る
と、Touchstoneの行動の過程と扱われ方は
Jaquesのそれといくつかの点で似ている。
Jaquesが宮廷人に風刺を発すれば、
Touchstoneはパロディーを発し、　Jaquesが人
生について語れば、Touchstoneも短いながら
時と人生について語る。二人とも彼らの人生を
暗示するような比喩的な言葉をRosalindから
は受けている。そして劇の最後には二人ともそ
れぞれの不健全な結末を向かえるのである。
　　結局Jaquesの風刺もTouchstoneのパロデ
ィーも、逆境に耐える前公爵をはじめとする宮
廷人達の「合理化」を完全に否定することはで
きない。しかし、彼らの言葉の中に潜む、ある
視点からの真実によって、他の登場人物をより
客観的に、それゆえ、結局はより寛大に見る視
点が与えられる。「合理化」による忍耐は、彼
らの視点からは、逃避や自己欺肺に見えるかも
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知れない。しかしこれは、逆境から自らを防御
し、運命が好転したときにはいつでも、復帰で
きる用意を整えておく賢明な忍耐なのである。
　RosalindやCeliaについてはどうであろうか。
Ardenの森でのCeliaの行動から判断すれば、
CaeliaはRosalindの引立て役となっているにす
ぎない。この二人は、先に引用した“Now　go
we　in　content／To　liberty，　and　not　to
banishment．”を最後に、前公爵のような「合
理化」を直接的に行なってはいない。と言うよ
り、彼女らの「合理化」は前公爵の「合理化」
によって暗示されていると考えられる。森の中
でこの二人に逆境を意識させていれば、As
You　Like　ltの最大の魅力であるところの、彼
女らを取りまく純粋で楽しく自由な森の雰囲気
に堅苦しい教訓が読み込まれ、この雰囲気が殺
がれてしまっていたかもしれない。あるいはま
た、前公爵の「合理化」がJaquesの風刺や
Touchstoneのパロディーで危うくなったこと
を考えれば、二人は反パストラル的な風刺とパ
ロディーから保護されているとも考えられる。
それでも、森の中において陽気に振る舞おうと
しているRosalindの態度は彼女とJaquesとの対
話の中に窺える。
とそれと関連する忍耐の方法は、Shakespeare
のAs　You　Like　ltにおいても、教訓的な色彩を
薄められながら引き継がれている。特に“high
minds”（気高い精神）が試されるという、逆
境のもとでの知恵による忍耐は、「合理化」の
方法とともに、パロディーや風刺を伴いながら、
新たな発展をとげている。そしてこれらはAs
You　Like ltの必要最小限のプロットに十分な
10gicを与えていると考えられるし、
TouchstoneやJaquesの行動もこのプロットの
中に含めて考えることができる。As　You　Like
丑においてはプロットはframe以上のものであ
り、一見プロットに関係しないと見える登場人
物の行動をも抑制している。Touchstoneや
Jaquesは、ある意味で、パストラルという伝
統的な文学様式の虚構性に対して懐疑的な当時
の観客の、舞台の上での代弁者であったのかも
知れない。As　You　Like　ltは、これらの懐疑的
な視点や、羊飼いCorinをはじめとするより現
実的な人物達の視点をあえて導入しながら、パ
ストラルの理想と現実の両面を並列し、パスト
ラルの現実的価値を証明している作品なのであ
る。
Ros．　Ihad　rather　have　a　fool　to　make
me　merry　than　experience　to　make　me
sad，　and　to　travel　fbr　it　too！
　　　　　　　　　　　　　（IV．i．25－27》
だがアーデンの森でのRosalindの行動は、も
はや忍耐の臭いを感じさせず、あたかも自由と
青春を満喫しているかのようである。しかし、
これまで述べてきた逆境と忍耐というテーマに
則して考えれば、彼女は、逆境とそれにもかか
わらずそこで生まれた恋愛の中で、知恵と魂の
意味を持つGanymedeの名にふさわしく、知恵
によって見事にFortuneをあざ笑っていること
になる。
　以上のように、LodgeのRosalyndeにおいて
重要なテーマであったFortuneとNatureの対立
脚　注
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